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2025年度クリティカルパス実務者養成講習会
テーマ：クリティカルパスを正しく理解し、正しく運用しよう

　日本医療マネジメント学会は､医療の質の向上を求め

て、クリティカルパスをはじめ医療福祉の連携、安全

管理等、医療福祉の現場における各種課題の研究、提

案を行い、成果を上げてきました。

　本講習会は、クリティカルパスの質の向上を図るた

めの実務者、指導者を育成することを目的としていま

す。本講習会の履修は、本学会認定のクリティカル

パス実務士の資格認定およびクリティカルパス指導者

養成講習会受講の必須条件となります。申し込みにあ

たってはできるだけ複数（例：医師と看護師、医師と理

学療法士等）での申し込みをお願いいたします。定員に

限りがありますのでお早めに申し込みくださいますよ

う御案内申し上げます。

・日　程

第１クール：2026年２月14日（土）、２月15日（日）

第２クール：2026年６月13日（土）

　　　　　　（第２クールは日時変更の可能性があり

　　　　　　ます）

・場　所　第１クール：Web開催（Zoomを利用）

第２クール：現地開催（熊本市内予定）

・プログラム（予定）　※授業の順番及び講師については、

変更になる場合があります。

・参加にあたっての準備

『最新クリティカルパス教本』（メディカ出版）を事前

に一読しておいてください。

＜実務者コース＞

【第1クール：講義（Web開催）】

２月14日（土） ２月15日（日）

9：00−9：30

開講式・オリエンテーション

9：30−10：30

クリティカルパスとDPC

9：40−10：40

クリティカルパスとは

10：40−11：40

電子化クリティカルパス

10：50−11：50

クリティカルパスの構造と作成・運用
11：40−12：40　休憩

11：50−13：00　休憩
12：40−14：10

クリティカルパスと医療安全

13：00−14：00

クリティカルパスと記録

14：20−15：50

クリティカルパスと組織運営

14：10−15：40

クリティカルパスと医療の質

クノロジー活用の方向性を共有したいと考えています。

　なお、本プログラムをすべて受講された方に参加証

明書を発行します。定員が限られておりますので、ぜ

ひお早めに申込みをお願い申し上げます。

・日　時　2026年１月31日（土） 8：15〜16：00

・場　所　Web開催（Zoomを利用）

・プログラム

8：15　受付開始

9：00〜9：05　開会

日本医療マネジメント学会理事長　宮﨑久義

9：05〜10：00

基調講演　医療安全施策の動向（仮）

厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推進・

医務指導室室長補佐　門野 泉

10：00〜11：00

講演１　院長が実行する院内コミュニケーション

岡崎市民病院院長　小林 靖

11：00〜12：00

講演２　薬剤関連の医療安全対策−投薬確認システム

　　　　開発への取り組み−

国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院看護部長

鈴木章子

12：00〜13：00 昼食

13：00〜14：00

講演３　ロボットを活用した患者安全を追求した

　　　　試行錯誤の活動〜異業種・多職種の連携を

　　　　強化して〜

トヨタ記念病院副総看護長　黒田直美

14：00〜15：00

講演４　間違い学「ゼロリスクとレジリエンス」

北九州市立大学特任教授　松尾 太加志

15：00〜16：00

総括　医療安全におけるコミュニケーションエラー

　　　を防ぐ

三重大学医学部附属病院 医療安全管理部教授

兼児敏浩

16：00　閉会

日本医療マネジメント学会医療安全委員会

委員長　坂本すが

〈募集要項〉

○会　　費　5,000円（但し、学会非会員10,000円）

○定　　員　100名（定員を満たし次第締め切らせて頂き

　　　　　　ますので、お早めにお申込み下さい）

○受付期間　2025年９月８日（月）〜2025年12月22日（月）

○問い合せ先　日本医療マネジメント学会事務局


